
ボサノバ、ラテン、タンゴ・・・・ー 

バリバリのサラリーマンの時、

ギターを弾く時間はほとんどなか

ったが、音楽は聴いていた（ギタ

ー音楽はほとんど聴いていなかっ

たが…）。元気な時は、ベートーベ

ン、ブラームスのシンフォニー、

ちょっと疲れてくると、モーツァ

ルト、ハイドンやラベル、さらに

疲れてくるとクラシックから

JAZZ へ、ビル・エバンズなんか。

そして、果てしなく疲れてくると、

JAZZ からボサノバへ、小野リサ。 

何を聴きたいと思うかが、自分

の健康のバロメーターとなってい

た。ベートーベンの弦楽四重奏な

んかも、体力的・気力的な余裕が

必要なのだ、私の場合は。そして、

疲れがたまってくると、癒し系の

小野リサへ。同じボサノバでも、

バーデン・パウエルを聴くには、

ちょっとした元気が必要だ。 

最近は、ギター音楽が 7 割、残

りが、BACH のカンタータとかコ

ンチェルト。ということで、今ま

での人生ではなかったぐらいに、

よくギター音楽を聴いている。ま

あ、このギターレターを書きはじ

めてからは、特にそうだ。んん？

目的と結果が逆転しつつあるのか、

書くために聴いいている？？？ 

 

中学生の頃は、BACH という作

曲家はギターの作曲家だと思って

いたほど、クラシック音楽には馴

染みがなかった。音楽の時間に、

当然 BACH は習ったはずなのに。

まあ、ギターは弾いていたが、音

楽の授業は得意ではなかったなあ、

あの頃は、今では信じられないが、

数学と物理なんかの割り切れる学

科が好きだったのだ。暗記科目の

社会、国語系は大っ嫌いであった。

そのせいで、大学入試で、数学、

物理に点数のウエイトが高い理系

の土木工学科を選んだ。そして、

大学では、耐震工学という複素数

の逆行列をプログラミングしてい

たのだ、今から考えると信じられ

ない！！しかし、幸運なことに、

大学時代の土木の先輩の影響で、

文学（筒井康隆系です）、映画、

JAZZ という文系の感性が磨かれ

ていった。また、ギター部の先輩

から、ギター曲以外の BACH のス

ゴさも教えてもらえた。 

音楽的な変遷で言うと、ギター

を除いての記憶の最初は、ムソロ

グスキー？の「禿山の一夜」とい

うおどろおどろしい曲が好きにな

ったのが最初だと思う。その傾向

は、高校になっても続き、若者の

特権・象徴のロックにもハマり、

ロック好きは 30代まで続いていた。

そのせいで、ピンクフロイド、ツ

ェッペリン、クイーンはもちろん、

ハロウインやモトリークルーなん

かもよく聞いた。がちがちのヘビ

メタ系である。早弾きのギタリス

ト、イングウェイにも尊敬の念を

抱いていた。（いまでもそうです） 

大学時代に JAZZ を知ったとい

っても、ソニーロリンズ、ブルー

ベック程度であったが、社会人に

なって、飲んだ帰りに JAZZ バー

（JAZZ 喫茶？）に行き始めた影響

で、色々と聴き始めた。特に、東

京から福岡に戻ってきてからは、

中洲で飲んで、玉屋となりの「リ

バーサイド」に入り浸っていた時

期があった。当時のマスターと二

人で、店のレコードを何枚か抱え

て、これで飲ませてもらえる店を

千鳥足で探した記憶もある。・・ 

・・すみません、今日は、私の

思いで話になってしまった。・・・ 

 

ついでに書くと、ほとんどのジ

ャンルの音楽に接してきたつもり

だが、さすがに演歌の世界だけは

自分には関係ない世界と思ってい

た。が、いかん、年のせいだろう

か、最近、演歌、美空ひばり、八

代亜紀なんか、いいなあなんて思

う。先日、おふたりの JAZZ ソン

グを聞いて以来、特に。「川の流れ

のように」、本当に泣けてくる！ 

そういえば、中学時代、私がギ

ター弾いているというので、おば

あさまから誕生日にギターのレコ

ードをプレゼントしてもらったこ

とがある。孫が喜ぶと思って買っ

てきたレコードだったのだろうが、

それがなんとばたやんこと「田端

義夫」。子供心ながら、がっくり来

た記憶がある。やっと今、ばたや

んのギターを聴きたいと思うとこ

ろまできました、おばあさん！！ 

 

さて、今日のおすすめ CD は、

ジャケットのひどさにも係わらず、

ジャンルを超えたギターを聴かせ

るオーガスティン・ウイェドマン

である。ディアンスもいいが、ボ

ダノビッチ？もいい。（続く） 
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ギターCDレター from yakateru(第 17号) 
ネタが切れてきたせいではありませんが、少し音楽の話をギターから広げて

みたいと思い、書いているうちに、すみません、私の思い出話をだらだらと書き
綴ってしまいました。今回は、私の音楽的背景の解説みたいなものですから、読
み流してください。  

書いていて、自分の性格？嗜好？がバラバラな気がしてきた！！ 

 



 

 


